
繋がる想いが未来を拓く
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第
20
期
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ー
ト

「
想
い
を
繋
げ
る
」第
一
歩
～
踏
み
出
す
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今
期
全
国
曹
洞
宗
青
年
会
は
、
40
年
と
い
う
節
目

を
迎
え
ま
す
。
40
年
の
歴
史
を
紐
解
く
と
、
諸
先
輩

宗
師
の
研
鑚
の
賜
物
と
地
に
足
を
つ
け
着
実
に
歩

ん
で
こ
ら
れ
た
礎
が
あ
り
ま
す
。
今
そ
の
責
務
を

引
継
ぎ
、担
う
こ
と
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
、
ま

た
他
の
地
域
で
も
自
然
の
猛
威
に
よ
る
様
々
な
災

害
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
政
治
経
済
の
混
乱
、

日
々
激
し
く
変
化
す
る
情
勢
に
人
々
は
一
喜
一
憂

し
心
労
を
重
ね
、
先
の
見
え
ぬ
不
安
に
一
縷
の
望

み
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。

　

私
共
青
年
宗
侶
に
も
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま

す
。
反
面
、
活
躍
の
場
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
も

事
実
で
す
。
今
こ
そ“
大
衆
教
化
の
接
点
を
求
め
て
”

と
い
う
会
発
足
の
原
点
に
立
ち
戻
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
。
全
国
会
員
諸
兄
と
共
に
歩
み
を

進
め
、
真
摯
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
第
20
期
を
想
い
を
未
来
に
繋
げ
る
機
会
に

　

第
20
期
は
『
繋
が
る
想
い
が
未
来
を
拓
（
ひ
ら
）

く
』を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

諸
先
輩
宗
師
か
ら
の
様
々
な
想
い
が
繋
が
り
、
今

期
全
曹
青
は
40
年
を
迎
え
ま
す
。
我
々
に
は
先
輩

宗
師
か
ら
託
さ
れ
た“
大
衆
教
化
の
接
点
を
求
め
て
”

と
い
う
強
い
想
い
を
未
来
に
繋
げ
る
と
い
う
責
任

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
、
未
来

を
拓
き
全
曹
青
の
可
能
性
を
拡
げ
て
い
く
の
だ
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。
未
来
の
為
に
今
出
来
る
こ

と
を
一
生
懸
命
行
じ
て
い
く
こ
と
が
大
事
な
の
で

す
。
全
国
の
会
員
諸
兄
と
共
に
熱
く
強
い
気
持
ち
を

持
っ
て
歩
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。
更
に
は
第
20

期
全
曹
青
出
向
者
全
員
が
強
固
な
繋
が
り
を
持
ち
、

歴
史
を
継
承
し
つ
つ
新
た
な
足
跡
を
残
す
よ
う
邁

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
40
周
年
記
念
事
業
の
3
つ
の
柱
は
、「
海
外
で
の

徒
弟
研
修
会
」「
傾
聴
研
修
会
」「
精
進
料
理
教
室
」

　

今
期
40
周
年
記
念
事
業
を
行
い
ま
す
。
実
行
委

員
会
を
組
織
し
、
委
員
会
を
中
心
に
活
動
し
て
ま

い
り
ま
す
。
活
動
の
中
で
40
周
年
の
そ
の
先
に
あ

る
50
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
見
据
え
た
事
業

展
開
に
取
り
組
み
ま
す
。
以
上
を
踏
ま
え
、
記
念

事
業
は
3
つ
の
柱
を
軸
に
企
画
い
た
し
ま
す
。

　

先
ず
は
青
少
年
教
化
に
力
を
注
ぐ
こ
と
で
す
。
全

曹
青
の
連
絡
協
議
体
と
し
て
、
各
曹
青
会
か
ら
の
情

報
を
収
集
・
共
有
で
き
る
と
い
う
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
し
、
全
国
各
地
寺
院
の
徒
弟
を
一
堂
に
会

し
て
の
研
修
を
行
う
こ
と
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
各
宗
務
所
単
位
で
徒
弟
研
修
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
宗
務
所
の
枠
を
超
え
、
海
外
で
行
う
こ

と
に
意
義
を
求
め
ま
す
。
当
会
に
お
い
て
第
13
期
か

ら
第
17
期
ま
で
活
動
し
て
い
た
青
少
年
教
化
委
員

会
の
実
績
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
後
更
に
必
要
に

な
っ
て
く
る
素
養
と
し
て
国
際
的
な
視
野
を
持
ち
、

若
い
う
ち
に
世
界
を
知
る
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
20
期 

ス
タ
ー
ト

「
想
い
を
繋
げ
る
」
第
一
歩
〜
踏
み
出
す

特
集

平
成
25
年
5
月
、
全
曹
青
の
第
20
期
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
第
20
期
は
、
昭
和
50
年
に
発
足
し
た
全
曹
青
が
創
立

40
周
年
を
迎
え
る
大
き
な
節
目
。
こ
の
節
目
は
、
“
大
衆
教
化
の
接
点
を
求
め
て
”
と
い
う
全
曹
青
の
原
点
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
今
後
の
全
曹
青
の
あ
り
方
を
会
員
一
丸
と
な
っ
て
検
討
す
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
活
動
の

継
続
を
図
り
な
が
ら
、
未
来
の
全
曹
青
を
切
り
拓
く
こ
の
大
き
な
節
目
の
青
写
真
を
皆
さ
ま
に
お
伝
え
す
る
べ
く
、
今
号
で
は

第
20
期
の
組
織
の
あ
ら
ま
し
と
そ
の
活
動
内
容
を
特
集
い
た
し
ま
す
。

全
国
曹
洞
宗
青
年
会 

第
20
期
会
長  

所
信
表
明

櫻
井
尚
孝
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次
に
、
第
19
期
の
災
害
復
興
支
援
現
地
本
部
を

拠
点
に
行
っ
た
行
茶
活
動
な
ど
で
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
「
傾
聴
」
を
深
く
学
び
、
活
動
の
裾
野

を
拡
げ
て
い
く
こ
と
で
す
。
傾
聴
は
我
々
僧
侶
が
、

様
々
な
場
面
で
人
々
に
渇
望
さ
れ
て
い
る
活
動
で

あ
る
と
捉
え
ま
す
。
活
動
に
あ
た
り
今
一
度
基
本

か
ら
学
び
直
し
、
更
に
人
と
し
て
深
み
を
増
す
こ

と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
会
員
諸
兄
の
第
18
期
基

幹
事
業
委
員
会
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
『
観
世
ふ
ぉ

ん
』
特
別
委
員
会
と
協
同
し
、
宗
侶
と
し
て
修
練

と
な
る
研
修
会
を
企
画
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

3
つ
目
は
、
周
年
事
業
を
機
会
に
典
座
・「
食
」

に
注
目
す
る
こ
と
で
す
。
道
元
禅
師
は
典
座
教
訓

の
中
で
典
座
職
の
重
要
さ
と
功
徳
の
大
き
さ
を
示

し
て
下
さ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
飽
食
の
時
代

と
言
わ
れ
て
久
し
い
現
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
改

め
て
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
上
で
必
要
不
可
欠
で

あ
る
「
食
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
災
害
復
興
支
援
の
取
組
を
継
続

　

平
成
23
年
3
月
11
日
、
こ
の
日
を
境
に
日
本
中
が

大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
固
定
観
念
は

根
底
か
ら
覆
る
こ
と
に
な
り
、
現
実
を
受
け
入
れ
る

こ
と
の
難
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。
個
人
の
無
力
さ

も
痛
感
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら
こ

そ
形
成
さ
れ
た
連
帯
感
や
一
体
感
、
そ
こ
か
ら
大

き
な「
絆
」へ
と
繋
が
り
が
出
来
た
の
も
事
実
で
す
。

災
害
復
興
支
援
は
全
曹
青
に
と
っ
て
重
要
な
活
動

の
一
つ
で
す
。
第
17
期
ま
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委

員
会
が
担
っ
て
い
た
も
の
を
本
部
で
引
き
継
ぎ
ま

し
た
。
宗
務
庁
も
被
災
地
に
お
い
て
更
に
積
極
的
な

復
興
活
動
を
始
め
ら
れ
ま
す
。
曹
洞
宗
東
日
本
大
震

災
災
害
対
策
本
部
復
興
支
援
室
が
設
け
ら
れ
、
福

島
市
内
に
分
室
が
置
か
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
発
災
直
後
か
ら
今
日
ま
で
間
断
な

く
続
け
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
活
動
が
評
価
さ
れ
て

実
現
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
各
曹
青
会
の
皆
さ

ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
ご
協

力
ご
支
援
を
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
未
加
盟
青
年
会
の
全
曹
青
加
盟
を
目
指
し
て

　

ま
た
長
年
に
亘
る
全
曹
青
の
課
題
に
も
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
全
国
曹
洞
宗
青
年
会
と
標
榜
し

て
お
り
ま
す
が
、
独
自
に
様
々
な
活
動
事
業
を
行
っ

て
い
る
未
加
盟
の
青
年
会
が
存
在
し
て
い
る
実
情

で
す
。
我
々
の
活
動
に
新
し
い
刺
激
を
与
え
て
下

さ
る
よ
う
未
加
盟
の
青
年
会
に
全
曹
青
の
意
義
と

活
動
を
伝
え
、
加
盟
を
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
全
日
本
仏
教
青
年
会
と
連
携
し
て
の
、
国
際
青

年
仏
教
徒
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
協
力

　

最
後
に
国
際
活
動
に
積
極
的
な
全
日
本
仏
教
青

年
会
と
は
、
第
19
期
全
曹
青
か
ら
理
事
長
を
輩
出

し
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
繋
が
り
が

密
に
な
り
ま
し
た
。平
成
25
年
8
月
に
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｙ（
世

界
仏
教
徒
青
年
連
盟
）
の
Ｉ
Ｂ
Ｙ
Ｅ
（
国
際
青
年
仏

教
徒
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
が
福
島
県
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
こ
の
難
値
難
遇
の
勝
縁
を
生
か
し
、
協
力

す
る
こ
と
に
よ
り
国
内
宗
門
関
係
者
・
檀
信
徒
だ

け
に
留
ま
ら
ず
世
界
の
仏
教
者
・
世
界
の
人
々
に

も
全
曹
青
の
活
動
を
発
信
し
て
ま
い
り
た
い
で
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
宗
門
御
寺
院
様
・
全
国
会
員

諸
兄
に
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
の
ご
協
力
と
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　

     

合
掌

第20期組織のあらまし
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【
執
行
部
】

 

会
長 

櫻
井
尚
孝 

静
岡
第
三
同
志
会

 

副
会
長 

安
達
瑞
樹 

兵
庫
県
第
二
宗
務
所
青
年
会

 

副
会
長 

岩
崎
哲
秀 

熊
本
県
曹
洞
宗
青
年
会

 

副
会
長 

膝
舘
晋
哉 

青
森
県
曹
洞
宗
青
年
会

 

顧
問 

松
岡
広
也 

曹
洞
宗
静
岡
県
第
一
宗
務
所
青
年
会

 

顧
問 

村
山
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大
阪
曹
洞
宗
青
年
会

 

事
務
局
長 

倉
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行 

三
重
県
曹
洞
宗
青
年
会

 

会
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松
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仁 

静
岡
第
三
同
志
会

 

総
合
企
画
委
員
長 

原　
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い
ず
も
曹
洞
宗
青
年
会

 

広
報
委
員
長 

長
岡
俊
成 

青
森
県
曹
洞
宗
青
年
会

 

40
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
長 

荒
木
道
宗 

北
海
道
第
一
宗
務
所
青
年
会

 

事
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局
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長 

山
田
俊
哉 

秋
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曹
洞
宗
青
年
会

 

庶
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伊
藤
承
章 

東
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曹
洞
宗
青
年
会

 

庶
務 

伊
藤
秀
幸 

和
歌
山
県
曹
洞
宗
青
年
会　

 

庶
務 

伊
藤
和
貴 

曹
洞
宗
静
岡
県
第
一
宗
務
所
青
年
会

 

庶
務 

田
村
光
雄 

山
口
県
曹
洞
宗
青
年
会

 

庶
務 

内
藤
宏
信 

曹
洞
宗
福
島
県
青
年
会

 

庶
務 

中
川
光
真 

四
国
地
区
曹
洞
宗
青
年
会

 
庶
務 

牧
野
良
章 

北
海
道
第
一
宗
務
所
青
年
会

 
庶
務 

道
林
信
隆 

曹
洞
宗
石
川
県
青
年
会

 

庶
務 
福
永
剛
彦 

鹿
児
島
県
曹
洞
宗
青
年
会

 

監
事 
森
田
英
仁 

特
別
会
員

 

監
事 

杉
山
大
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曹
洞
宗
静
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県
第
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宗
務
所
青
年
会
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総
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企
画
委
員
会
】
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第
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曹
洞
宗
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年
会
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曹
洞
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長
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第
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宗
務
所
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会

 
 

小
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茨
城
県
曹
洞
宗
青
年
会

 
 

角
田
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曹
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宗
青
年
会
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道
第
二
宗
務
所
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会

 
 

日
向
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岩
手
県
曹
洞
宗
青
年
会

 
 

宮
本
隆
弘　

四
国
地
区
曹
洞
宗
青
年
会

 

　
【
広
報
委
員
会
】 

 
 

岡
本
真
宰　

曹
洞
宗
長
野
県
第
一
宗
務
所
青
年
会

 
 

宮
入
真
道　

曹
洞
宗
長
野
県
第
一
宗
務
所
青
年
会

 
 

井
上
一
洸　
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国
地
区
曹
洞
宗
青
年
会

 
 

加
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第
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宗
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会
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大
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曹
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宗
岐
阜
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会
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い
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曹
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会

 
 

田
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長
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曹
洞
宗
青
年
会

 
 

横
山
岳
洋　

福
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県
曹
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会
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特
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委
員
）

 
 

柳
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隆
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曹
洞
宗
長
野
県
第
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宗
務
所
青
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会

 

　
【
40
周
年
記
念
事
業
実
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委
員
会
】

 
 

神
作
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道　

宮
城
県
曹
洞
宗
青
年
会

 
 

加
藤
月
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大
阪
曹
洞
宗
青
年
会

 
 

河
口
智
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曹
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宗
山
梨
県
青
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会

 
 

川
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哲
志　

四
国
地
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曹
洞
宗
青
年
会

 
 

岸
本
隆
志　

曹
洞
宗
鳥
取
県
青
年
会

 
 

斎
藤
秀
光　

北
海
道
第
一
宗
務
所
青
年
会

 
 

永
島
昌
英　

新
潟
県
曹
洞
宗
青
年
会

 
 

野
田
志
裕　

宮
崎
県
曹
洞
宗
青
年
会

 
 

渡
邊
亮
弘　

東
三
河
曹
洞
宗
青
年
会

 　
　
　
　
　
　
　
【
管
区
理
事
】

 

北
海
道 

神
谷
俊
英　

北
海
道
第
一
宗
務
所
青
年
会

 

東
北 

渡
辺
和
弘　

曹
洞
宗
福
島
県
青
年
会

 

関
東 

鈴
木
泰
仁　

曹
洞
宗
埼
玉
県
第
一
宗
務
所
青
年
会

 

東
海 

渡
津
恵
正　

東
三
河
曹
洞
宗
青
年
会

 

北
信
越 

青
木
彰
徳　

曹
洞
宗
長
野
県
第
二
宗
務
所
青
年
会

 

近
畿 

森　

孝
基　

滋
賀
県
曹
洞
宗
青
年
会

 

中
国 

城
市
泰
紀　

石
見
曹
洞
宗
青
年
会

 

四
国 

里
野
和
敬　

四
国
地
区
曹
洞
宗
青
年
会

 

九
州 

田
中
光
顕　

熊
本
県
曹
洞
宗
青
年
会

執
行
部
・
各
委
員
会
・
管
区
理
事
の
紹
介
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◆
北
海
道
管
区
理
事　

神
谷
俊
英

　

北
海
道
管
区
理

事
の
神
谷
俊
英
で

す
。
全
曹
青
40
周

年
と
い
う
記
念
す

べ
き
素
晴
ら
し
い
機
縁
に
管
区
理
事

と
し
て
関
わ
る
こ
と
に
な
り
身
が
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。
全
曹
青
の
事
業

は
、
全
国
の
会
員
諸
師
の
協
力
な
く
し

て
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
し
、
周
年
事
業

と
な
れ
ば
尚
更
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
各

曹
青
会
の
相
互
連
絡
を
図
る
と
い
う

理
事
の
職
務
が
、
よ
り
大
事
に
な
る
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。
私
は
、
３
期
に
わ

た
り
全
曹
青
執
行
部
の
一
員
と
し
て

の
ご
縁
を
頂
戴
し
、
微
力
な
が
ら
務
め

て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
全
曹
青

に
還
元
す
る
こ
と
が
私
の
役
割
で
あ

る
と
も
感
じ
て
お
り
ま
す
。
会
員
相
互

が
乳
水
和
合
し
、
自
由
で
創
造
的
な
活

動
の
躍
進
の
一
助
と
な
り
え
る
よ
う

に
管
区
理
事
の
責
務
を
果
し
て
ま
い

る
所
存
で
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◆
東
北
管
区
理
事　

渡
辺
和
弘　

　

こ
の
度
、
任
期

満
了
に
伴
う
役
員

改
選
に
当
た
り
東

北
地
協
会
長
の
座

を
お
預
か
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
、
福
島
県
青
年
会
に
属
し
ま
す
渡
辺

和
弘
と
申
し
ま
す
。
未
曽
有
の
出
来
事

か
ら
2
年
、
早
い
も
の
で
大
祥
三
回
忌

を
迎
え
ま
し
た
。
未
だ
悲
し
み
が
癒
え

ぬ
尊
い
命
を
亡
く
さ
れ
た
方
が
た
、
思

う
よ
う
に
復
興
支
援
が
進
ま
な
い
現
状

で
不
自
由
な
生
活
を
送
ら
れ
て
い
る
方

が
た
に
改
め
て
ご
冥
福
、
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。今
一
番
願
う
こ
と
は
、

只
々
一
刻
も
早
く
復
興
し
震
災
前
の
平

穏
な
生
活
に
戻
る
こ
と
の
み
で
す
。
震

災
発
生
時
、
炊
き
出
し
や
、
物
資
運
搬

等
無
我
夢
中
で
行
っ
て
い
た
復
興
支
援

活
動
で
す
が
、
5
月
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
全
曹
青
定
期
総
会
で
説
明
が
あ
り
ま

し
た
「
東
日
本
大
震
災　

活
動
報
告
書

平
成
23
―
24
年
度
」
の
資
料
に
よ
り
ま

す
と
、
全
国
の
曹
洞
宗
青
年
僧
が
2
年

間
で
延
べ
約
４
，
０
０
０
人
復
興
支
援

活
動
に
参
加
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
曹
洞
宗
青
年
僧
の
層
の
厚
さ

を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
私
も
こ
の

内
の
ひ
と
り
と
し
て
活
動
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
前
地
協
会
長

並
び
に
東
北
地
区
各
青
年
会
と
連
絡
を

取
り
合
い
、ご
教
導
を
賜
り
な
が
ら「
東

北
は
ひ
と
つ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
基
づ

き
、微
力
な
が
ら
被
災
地
の
復
興
支
援
、

東
北
管
内
各
青
年
会
へ
の
促
進
及
び
相

互
協
力
に
務
め
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
2
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◆
関
東
管
区
理
事　

鈴
木
泰
仁

　

は
じ
め
ま
し
て
。

関
東
管
区
理
事
の

鈴
木
泰
仁
と
申
し

ま
す
。
曹
洞
宗
埼

玉
県
第
一
宗
務
所
青
年
会
よ
り
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
任
期
も

半
分
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
初
心
を
忘
れ

る
事
無
く
、
現
執
行
部
と
と
も
に
、
よ

り
よ
い
全
国
曹
洞
宗
青
年
会
を
目
指
し

日
々
精
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
関
東
管

区
理
事
と
申
し
ま
し
て
も
、
管
区
内
の

半
分
し
か
、
全
曹
青
に
加
盟
し
て
い
な

い
地
区
で
あ
り
、
集
ま
る
時
も
連
絡
協

議
会
で
の
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
位
で
す

の
で
、
九
管
区
中
一
番
横
の
繋
が
り
の

希
薄
な
地
域
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

た
だ
そ
の
現
状
が
悪
い
こ
と
ば
か
り
で

は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
際
に

未
加
盟
の
曹
青
会
の
、
周
年
祝
賀
会
に

何
度
か
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
い
ず
れ
の
祝
賀
会
も
大
盛
況
で

あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
先
輩
諸
老
師
か

ら
受
け
継
い
で
き
た
伝
統
を
引
き
継
い

で
い
こ
う
と
す
る
強
い
信
念
と
結
束
力

は
、
加
盟
団
体
と
遜
色
の
な
い
様
に
み

ら
れ
た
か
ら
で
す
。
評
議
会
等
の
横
の

繋
が
り
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
活
動
の

一
環
で
あ
る
こ
と
は
、
否
定
さ
れ
よ
う

の
な
い
事
実
だ
と
思
い
ま
す
が
、
過
干

渉
し
な
い
こ
と
も
大
事
な
こ
と
な
の
か

と
も
思
い
ま
す
。
多
々
書
き
連
ね
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
私
の
所
信
の
挨
拶
に

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
北
信
越
管
区
理
事　

青
木
彰
徳

　

こ
の
度
、
全
国

曹
洞
宗
青
年
会
北

信
越
管
区
理
事
を

務
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
曹
洞
宗

長
野
県
第
二
宗
務
所
青
年
会
所
属
、

松
本
市
大
松
寺
副
住
職
青
木
彰
徳
と

申
し
ま
す
。

　

今
回
、
40
周
年
と
い
う
節
目
に
あ

た
る
第
20
期
の
北
信
越
管
区
理
事
を

務
め
る
に
あ
た
り
ま
し
て
、
正
直
申

し
ま
す
と
、“
私
で
い
い
の
か
、
私
に

務
ま
る
の
か 

”と
い
う
不
安
の
気
持
ち

で
一
杯
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、「
任

に
当
た
っ
て
他
に
譲
り
が
た
し
」
縁

あ
っ
て
与
え
ら
れ
た
こ
の
役
を
、
任

期
の
2
年
間
全
力
で
務
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

全
曹
青
に
関
わ
る
の
は
初
め
て
で
す
。

本
当
に
右
も
左
も
分
か
り
ま
せ
ん
。

執
行
部
の
皆
さ
ま
、
他
管
区
理
事
さ

ま
方
に
は
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
か
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
二
年
間
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
東
海
管
区
理
事　

渡
津
恵
正

　

東
海
管
区
理
事

を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま

す
渡
津
恵
正
と
い

い
ま
す
。
先
の
５
月
26
日
の
第
37
回
東

海
管
区
大
会
で
は
、
約
１
，
０
０
０
人

の
一
般
檀
信
徒
を
迎
え
盛
大
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
協
力
い
た
だ

い
た
関
係
の
皆
さ
ま
に
あ
ら
た
め
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。管
区
理
事
と
し
て
、

初
め
は
何
も
分
か
ら
ず
戸
惑
っ
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
は
理
事
２
年
目
を
迎
え

ま
す
。
理
事
と
し
て
の
責
任
と
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
も
感
じ
な
が
ら
今
ま
で
以
上
に

全
曹
青
の
活
動
に
参
加
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
現
在
40
周

年
記
念
事
業
を
控
え
て
い
ま
す
。
東
海

管
区
は
も
ち
ろ
ん
全
国
の
青
年
会
会
員

が
、
積
極
的
に
な
お
か
つ
円
滑
に
行
事

等
に
参
加
で
き
る
よ
う
つ
と
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
至
ら
ぬ
点
も

多
々
あ
る
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
精
一

杯
精
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

管
区
理
事
ご
あ
い
さ
つ

各
管
区
に
所
属
す
る
曹
洞
宗
青
年
会
の
相
互
連
絡
を
図
り
、
ま
た
、
全
曹
青
の
理
事

と
し
て
全
曹
青
と
各
曹
青
会
と
の
橋
渡
し
や
情
報
共
有
を
担
う
管
区
理
事
。

今
号
と
次
号
の
２
回
に
わ
た
り
、
各
理
事
の
所
信
を
ご
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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　東日本大震災発災から約2年。被災された方々は多くの支
援を必要とされています。また、日本中至る所でいつ災害が
起きてもおかしくない状況は変わりません。全曹青では東日
本大震災復興支援の継続と、来る災害への備えを万全にする
ため、このほど災害復興支援活動の組織体制変更と、全曹青
災害メーリングリストへの登録者拡充のための活動を開始い
たしました。皆さんの積極的なご参加をお待ちしております。

　これまで、伊達市成林寺様に置かれていた「全曹青災害復
興支援現地本部」の機能が、「曹洞宗東日本大震災災害対策本
部復興支援室分室」（福島県福島市置賜町の佐平ビル8階805号
室）に移管されました。復興支援室分室は、福島駅より徒歩5
分の場所に位置し、交通の利便性が良く、ビルの1階から7階
までが駐車場となっている機動性のある環境です。デスクス
ペースとは別にミーティングスペースなども設けられています。
今後、復興支援室分室と全曹青災害復興支援部は、協働体
制で東日本大震災等の復興支援活動に取り組むこととなりま
す。平時・災害発生時の情報共有体制の確立、減災のための
各種研修などを通じて災害対応力を高め、個々に寄り添う活
動を継続していきます。被災地で支援活動をお考えの皆さま
は、是非その足掛かりとしてお気軽にお立ち寄りください。

　全曹青災害メーリングリストは平成23年3月11日の東日本
大震災発災即日からスタートし、加盟団体を中心に約160人の
登録者で運営しています。各地災害や、特に東日本大震災で
は個々が情報を提供し合い、被災地の状況や要望、支援の輪
をつなぎました。全曹青ではこれからも起こりうる災害に備
え、メーリングリストの参加者を募り、日本各地で即時に共
有できる情報網を整備してまいります。
・全曹青の連絡協議体というスケールメリットを活かし、災

害発生時に、被災地の被害状況・ニーズ・支援の要望を挙
げてもらい、迅速なる情報の共有を行って支援活動をお手
伝いいたします。

・参加資格は特に制限はありませんが、災害発生時はもちろ
ん、平常時にも情報提供にご協力をお願いいたします。

・災害に備え、研修会などの情報、また福島の曹洞宗復興支
援室（分室）の情報を随時発信いたします。

どう変わった? ①
「曹洞宗東日本大震災災害対策本部
復興支援室分室」が福島市内に開設

どう変わった？
全曹青の災害復興支援活動

※Topページ右上の「全曹青災害復興支援部災害ML登録フォーム」
　からお願いします。

全曹青災害メーリングリストへの登録は…
全曹青ホームページ『般若』

http://www.sousei.gr.jp/

どう変わった?②
「全曹青災害メーリングリスト」への
積極登録を呼びかけています

全国曹洞宗青年会
災害復興支援概要
日頃の情報共有、発信、連絡を密にすることが大切であり、
発災時にはこれが大きな力となる。
また、たえず体制については検討を進めていくのが望ましい。

活動協力員（仮）
東北3県及び被災近県

主な活動内容
現地情報の収集と活動協力

宗門構成員（活動者）
寺院、寺族、婦人会、
一般檀信徒など

宗務庁
宗務庁災害対策本部（後方支援）
本部長・宗務総長

総務部災害復興支援室
室長・総務部長

全曹青
全日本仏教青年会
世界青年仏教徒連盟

災害復興支援部事務局（直接、中間支援）
副会長コーディネーター／事務局長／事務局次長
災害担当庶務／アドバイザー

主な活動内容
・宗門と各曹青会との協力体制の維持・構築
・情報の収集、共有、精査、発信（平時、災害発生時）
・全曹青／総合企画委員会と復興支援室の企画協働

全国各曹青会
地区連絡員・情報提供者
評議員　各管区理事　全曹青出向者
ボランティア委員等の情報協力者

内容
・災害時の情報収集
・地元曹青会との連携

災害復興支援部特別委員会（後方、中間支援）
部長・全曹青会長／
執行部事務局／各管区理事／各評議員
各曹青会員／
アドバイザー

主な活動内容
支援部事務局の補佐
情報の収集、共有、精査、発信（平時、非常時）
災害対策研修会での意識啓発とノウハウ共有
ボランティア基金の募集

広報委員会
媒体『sousei』・『般若』での情報の発信
宗門媒体『sotozen.net』との共通情報管理

総合企画委員会
支援部補佐　頒布受注発注
仮設住宅ワークショップ
写経プロジェクト　
他災害復興支援企画の推進・協力

企画の提案
支援の要望

各種外部団体
各社会福祉協議会、NPO
NGO、SVA

福島・岩手・宮城　他被災地

パートナー（活動者）
各曹青会
各都道府県有志

情報の収集

各曹青会

情報の共有

情報の共有

災害復興支援室分室（直接、中間支援）
主事／書記2人／非常勤スタッフ2人／
全曹青災害担当庶務（庶務、広報）若干名
アドバイザー他若干名

主な活動内容
・東日本大震災東北３県での各種直接、中間支援
・他災害への対応準備
・情報の収集、共有、精査、発信（平時、非常時）

直
接
・
中
間
支
援

直
接
支
援

直
接
支
援
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平
成
25
年
5
月
30
日
、「
曹
洞
宗
東
日
本
大
震
災

災
害
対
策
本
部
復
興
支
援
室
分
室
」（
以
下
、
分
室
）

の
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
分
室
が
開
設
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
5
月
21
日
に
閉
所
し
た
全
曹
青

の
災
害
復
興
支
援
現
地
本
部
（
伊
達
市
成
林
寺
内
）

の
機
能
は
移
管
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
所
式
で
は
坂
野
浩
道
総
務
部
長
が
導
師
を
務

め
ら
れ
、
宗
務
庁
総
務
部
・
復
興
支
援
室
関
係
者
、

分
室
職
員
、
全
曹
青
の
関
係
者
で
開
所
諷
経
と
東

日
本
大
震
災
物
故
者
供
養
諷
経
が
分
室
事
務
所
内

で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

法
要
後
に
坂
野
総
務
部
長
よ
り
「
ま
だ
ま
だ
先

の
見
え
な
い
復
興
に
対
し
て
、
分
室
の
活
動
が
少

し
で
も
被
災
者
の
支
え
と
な
り
、
心
に
寄
り
添
う

こ
と
を
祈
念
し
ま
す
」旨
の
挨
拶
が
あ
り
、
分
室
常

勤
者
へ
辞
令
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

分
室
の
ス
タ
ッ
フ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
常
勤（
主
事
）久
間
泰
弘
師（
第
18
期
全
曹
青
会
長

／
災
害
復
興
支
援
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

○
常
勤（
書
記
）佐
藤
正
乗
師（
前
災
害
復
興
支
援
現

地
本
部
事
務
局
員
）

○
常
勤（
書
記
）斎
藤
光
輝
氏

○
非
常
勤　

伊
藤
和
貴
師
（
全
曹
青
庶
務
／
災
害

復
興
支
援
部
事
務
局
長
）

○
非
常
勤　

村
木
彩
子
氏

ま
た
、全
曹
青
か
ら
は
内
藤
宏
信
師（
全
曹
青
庶
務
）

が
積
極
的
に
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

分
室
は
、
福
島
駅
東
口
よ
り
徒
歩
5
分
の
場
所

に
位
置
し
、
交
通
の
利
便
性
が
良
く
、
職
員
の
デ

ス
ク
ス
ペ
ー
ス
と
は
別
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
な
ど
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
分
室
と
全
曹
青
災
害
復
興
支
援
部
は
協

働
体
制
で
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
活
動
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

更
に
、
平
時
と
災
害
発
生
時
の
情
報
共
有
体
制

の
確
立
、
減
災
の
た
め
の
各
種
研
修
な
ど
を
通
じ

て
災
害
対
応
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

曹
洞
宗
東
日
本
大
震
災
災
害
対
策
本
部

復
興
支
援
室
分
室
開
所
式

　

被
災
地
で
は
、
震
災
か
ら
2
年
を
機
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
携
わ
る
個
人
や
団
体
が
減
少
し
て

い
る
等
の
報
道
が
散
見
さ
れ
ま
す
が
、
今
な
お
災

禍
の
苦
し
み
は
続
い
て
お
り
、
今
後
と
も
支
援
活

動
を
通
じ
、
被
災
地
と
向
き
合
い
続
け
る
姿
勢
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

復
興
に
は
、
よ
り
多
く
の
方
や
団
体
の
協
力
無

し
で
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
被
災
地
で
の
支
援
活

動
を
お
考
え
の
皆
さ
ま
は
、
是
非
お
気
軽
に
お
声

掛
け
・
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
分
室
の
立
ち
上

げ
に
際
し
ま
し
て
、
本
当
に
多
く
の
方
が
た
の
ご

協
力
と
ご
支
援
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
旧
に
倍
し
て
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
わ
り

ま
す
よ
う
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

曹
洞
宗 

東
日
本
大
震
災 

災
害
対
策
本
部

復
興
支
援
室 

分
室

住
所	
：
〒
９
６
０
８
０
３
４　

福
島
県
福
島

市
置
賜
町
１
29	

佐
平
ビ
ル
8
階	

８
０
５
号
室

電
話	

：
０
２
４
５
６
３
４
３
０
５

Ｆ
Ａ
Ｘ	

：
０
２
４
５
６
３
４
３
０
６

携
帯	

：
０
８
０
８
２
０
１
１
１
９
３

Ｅ
メ
ー
ル
：shien.soto@

gm
ail.com

facebook

：
曹
洞
宗
復
興
支
援
室
分
室
／
全
曹

青
災
害
復
興
支
援
部
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（
1
）平
成
24
年
度
事
業
及
び
決
算
報
告
、
監
査
報
告

の
審
議
・
議
決
。（
2
）
第
20
期
執
行
部
及
び
監
事
の

審
議
・
議
決
。（
3
）
平
成
25
年
度
事
業
計
画
案
・
予

算
案
が
審
議
・
議
決
さ
れ
、
櫻
井
新
会
長
の
も
と
、

新
体
制
執
行
部
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
続
い
て
、

会
長
選
考
委
員
会
、
災
害
復
興
支
援
部
、『
観
世
ふ
ぉ

ん
』特
別
委
員
会
、
国
際
特
別
委
員
会
の
設
置
報
告
。

「
東
日
本
大
震
災
活
動
報
告
書　

平
成
23

−

24
年
度
」

（
全
曹
青
災
害
復
興
支
援
現
地
本
部
）の
配
布
・
報
告
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
復
興
支
援
活
動
の
拠
点
で
あ
っ

た「
災
害
復
興
支
援
部
現
地
本
部
」（
福
島
県
伊
達
市

成
林
寺
内
）の
機
能
が
、
宗
務
庁
管
轄
の「
曹
洞
宗
東

日
本
大
震
災
災
害
対
策
本
部
復
興
支
援
室
分
室
」（
福

島
市
内
）
に
移
管
さ
れ
、
今
後
も
継
続
し
て
災
害
復

興
支
援
に
あ
た
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
並

び
に「
東
日
本
大
震
災
三
回
忌
慰
霊
行
事
」の
報
告
、

「
宗
門
の
現
勢
と
未
来
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回

答
と
総
括
」が
な
さ
れ
ま
し
た
。

中
央
研
修
会

　

翌
日
、
定
期
評
議
員
会
に
引
き
続
き
、
中
央
研
修

会
が
3
部
構
成
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。第
1
部
で
は
、

「
全
曹
青
災
害
復
興
支
援
部
と
曹
洞
宗
東
日
本
大
震

災
災
害
対
策
本
部
復
興
支
援
室
分
室
の
今
後
」
に
つ

い
て
、
松
岡
前
会
長
、
久
間
前
顧
問
か
ら
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。（
P.6
「
ど
う
変
わ
っ
た
？
全
曹
青
の
災

定
期
評
議
員
会

　

平
成
25
年
5
月
13
日
午
後
1
時
半
よ
り
、
曹
洞

宗
檀
信
徒
会
館
3
Ｆ
桜
の
間
に
於
い
て
、
定
期
評

議
員
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
松
岡
広
也
第
19
期
会

長
か
ら
の
退
任
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
の
後
、
12
日

執
行
部
会
、
理
事
会
を
経
て
上
程
さ
れ
た
議
事
、

害
復
興
支
援
活
動
」で
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
）

　

第
2
部
の
参
加
者
全
員
で
行
う
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、「
8
月
1
日
に
長
野
県
上
田
市
で
震
度

6
強
の
直
下
型
の
地
震
が
発
生
し
た
」
想
定
で
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
し
ま
し
た
。
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
参
加
者
に
は「
被
災
地
域
寺
院
」「
被
災
地

外
支
援
者
」「
支
援
曹
青
会
」「
各
種
団
体（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

全
社
協
・
共
同
募
金
会
・
Ｓ
Ｖ
Ａ
等
）」と
い
っ
た
役

割
が
与
え
ら
れ
、各
種
団
体
に
は「
プ
レ
ハ
ブ
」や「
ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
」
と
言
っ
た
ア
イ
テ
ム
カ
ー
ド
が
用

意
さ
れ
ま
す
。
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
中
、
被
災
地
と
そ

れ
以
外
の
地
域
は
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
分
け
ら
れ
、

向
こ
う
側
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
、
お

互
い
に
見
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ

ン
の
前
に
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
が
置
か
れ
、
マ

ス
コ
ミ
・Tw

itter

の
情
報
、
支
援
部
・
分
室
の
情

報
等
が
徐
々
に
貼
り
だ
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
支
援

曹
青
会
は
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
元
に
ア
イ
テ
ム
カ
ー

ド
を
集
め
、
自
身
の
曹
青
会
に
事
務
所
を
開
く
こ
と

が
最
初
の
目
的
に
。
そ
の
後
、
被
災
地
へ
の
乗
り

入
れ
許
可
証
な
ど
を
手
に
入
れ
、
炊
き
出
し
な
ど

の
直
接
的
な
支
援
に
向
か
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
の
発
災
日
は
「
8
月
1

日
」
と
い
う
、
す
ぐ
に
お
盆
が
来
る
、
寺
院
の
忙
し

い
時
期
の
発
災
を
想
定
し
て
い
た
た
め
、
ま
ず
は
、

支
援
に
お
盆
の
前
に
入
る
の
か
、
後
に
入
る
の
か
？

そ
う
言
っ
た
現
実
に
即
し
た
判
断
を
し
て
い
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
短
い
時
間
・
限
ら
れ
た
情

平
成
25
年
度

定
期
評
議
員
会
・
中
央
研
修
会
・

定
期
総
会  

開
催
報
告

評議員会の様子

中央研修会の様子
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6
月
17
日
・
18
日
の
両
日
、
曹
洞
宗
檀
信
徒
会

館
に
お
い
て
第
３
回
執
行
部
会
・
委
員
会
総
会
・
理

事
会
・
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

執
行
部
会
で
は
、
総
合
企
画
委
員
会
・
広
報
委

員
会
・
40
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
・
特
別
委

員
会
（『
観
世
ふ
ぉ
ん
』
特
別
委
員
会
、
国
際
特
別

委
員
会
、
災
害
復
興
支
援
部
）
の
こ
れ
ま
で
の
活

動
報
告
及
び
今
後
の
活
動
予
定
に
つ
い
て
の
発
表

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
総
合
企
画
委
員
会
か

ら
は
、「
受
発
送
業
務
委
託
に
つ
い
て
」「
ア
ン
ケ
ー

第
３
回 

執
行
部
会
・
委
員
会
総
会
・

理
事
会
・
特
別
委
員
会　

開
催
報
告

報
の
中
か
ら
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
の
か
模

索
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
あ

る
参
加
者
か
ら
は
「
支
援
組
織
の
フ
ロ
ー
表
を
作
成

し
よ
う
」
と
い
う
声
が
上
が
り
、
九
州
か
ら
の
参
加

者
は
「
長
野
ま
で
は
距
離
が
あ
る
た
め
旅
費
や
時
間

が
か
か
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
被
災
地
域
近
く
の
曹

青
会
に
物
品
や
物
資
を
輸
送
し
た
ほ
う
が
役
に
立

つ
の
で
は
？
」
な
ど
と
提
案
す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
そ
れ
ぞ
れ
の
支
援
方
法
を
実
際
の
問
題

と
し
て
捉
え
、模
索
し
て
い
る
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
第
3
部
と
し
て
山
口
・
静
岡
第
一
・
東

三
河
曹
青
会
の
代
表
者
を
パ
ネ
ラ
ー
に
迎
え
て
、
大

山
前
副
会
長
・
久
間
前
顧
問
を
交
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
被
災
地
で
精
力
的
に
活
動
を
さ
れ

ト
葉
書
に
つ
い
て
」「
頒
布
物
追
加
に
つ
い
て
」、
広

報
委
員
会
か
ら
は
「
全
日
仏
青
冊
子
の
『
Ｓ
Ｏ
Ｕ

Ｓ
Ｅ
Ｉ
』
へ
の
同
封
に
つ
い
て
」「
発
送
に
関
す
る

確
認
（
賛
助
金
依
頼
文
・
封
筒
デ
ザ
イ
ン
）
に
つ

い
て
」
な
ど
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
委
員
会
に
所
属
す
る
委
員
が
一
同
に

会
す
る
、
期
に
一
度
の
機
会
で
あ
る
委
員
会
総
会

で
は
、
委
嘱
状
の
伝
達
、
今
期
の
全
体
方
針
や
災

害
復
興
支
援
活
動
の
概
要
、
各
委
員
会
の
活
動
方

針
な
ど
の
説
明
が
な
さ
れ
た
後
、
各
委
員
会
に
分

か
れ
て
の
会
議
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

理
事
会
は
、
執
行
部
会
で
発
表
・
審
議
さ
れ
た

内
容
を
元
に
進
め
ら
れ
、
40
周
年
記
念
事
業
の
柱

で
あ
る
「
海
外
徒
弟
研
修
会
」「
味
来
食
堂
～
僧
食

を
学
ぼ
う
（
料
理
教
室
）」「
傾
聴
研
修
会
」
や
、
各

委
員
会
か
ら
執
行
部
会
で
提
案
さ
れ
た
審
議
事
項
、

災
害
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
、
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
事

業
等
に
関
す
る
災
害
復
興
支
援
活
動
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

て
い
る
曹
青
会
の
生
の
声
に
参
加
者
一
同
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

定
期
総
会

　

中
央
研
修
会
の
後
、
午
後
1
時
半
よ
り
、
定
期

総
会
が
行
わ
れ
、
平
成
24
年
度
事
業
及
び
決
算
報

告
、平
成
25
年
度
事
業
計
画
案
及
び
予
算
案
の
承
認
、

第
20
期
執
行
部
の
承
認
、
特
別
委
員
会
の
設
置
報

告
な
ど
、
す
べ
て
の
議
事
が
多
数
の
出
席
者
に
よ

り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
常
時
か
ら

の
情
報
共
有
を
行
う
た
め
の
「
全
曹
青
災
害
復
興
支

援
部
災
害
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
」
へ
の
登
録
が
呼
び

掛
け
ら
れ
ま
し
た
。

定期総会の様子
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告報計会

歳入総額 36,896,090 円
歳出総額 33,887,594 円

差引残額 3,008,496 円

歳入総額 33,940,000 円
歳出総額 33,940,000 円

差引残額 0 円

平成 24 年度　全国曹洞宗青年会
一般会計歳入歳出決算  報告

期間　平成 24 年 4 月1日〜平成 25 年 3 月 31日

平成25年度　全国曹洞宗青年会
一般会計歳入歳出予算（案）

期間　平成 25 年 4 月 1 日〜平成 26 年 3 月 31 日
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歳入総額 12,097,856 円
歳出総額 8,154,205 円

差引残額 3,943,651 円

歳入総額 5,000,000 円
歳出総額 0 円

差引残額 5,000,000 円

歳入総額 1,289,962 円
歳出総額 358,948 円

差引残額 931,014 円

歳入総額 6,041,131 円
歳出総額 5,893,814 円

差引残額 147,317 円

歳入総額 11,940,000 円
歳出総額 11,940,000 円

差引残額 0 円

平成 24 年度　全国曹洞宗青年会
周年事業基金  報告

平成 24 年 4 月 1 日〜平成 25 年 3 月 31 日

平成 24 年度　全国曹洞宗青年会
次期執行部準備基金  報告

平成 24 年 4 月 1 日〜平成 25 年 3 月 31 日

平成 24 年度　全国曹洞宗青年会
ボランティア基金  報告

平成 24 年 4 月 1 日〜平成 25 年 3 月 31 日

平成 24 年度　全国曹洞宗青年会
災害復興支援部活動費  報告

平成 24 年 4 月 1 日〜平成 25 年 4 月 30 日

40周年記念事業
特別会計歳入歳出予算（案）

期間　平成 25 年 4 月 1 日〜平成 27 年 3 月 31 日
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335	 陽泰寺	 様	

●長野県第２	 	
386	 西福寺	 様
400	 長久寺	 様
420	 金松寺	 様
474	 長桂寺	 様
512	 浄蓮寺	 様
551	 多宝院	 様
565	 阿弥陀寺	様
594	 地蔵院	 様	

●福井県	 	
27	 龍澤寺	 様
47	 瑞祥寺	 様
69	 龍門寺	 様
272	 洞善寺	 様
297	 満願寺	 様	

●富山県	 	
32	 全龍寺	 様
54	 大淵寺	 様	

●新潟県第１	 	
342	 光照寺	 様
344	 玄徳寺	 様
358	 円光寺	 様
364	 永明寺	 様
368	 正通寺	 様
384	 庄川寺	 様
397	 善昌寺	 様
439	 林興庵	 様
475	 天昌寺	 様
496	 長楽寺	 様
728	 妙喜寺	 様	

●新潟県第 2	 	
681	 総源寺	 様

●新潟県第３	 	
521	 松泉寺	 様
562	 桐盛院	 様
597	 林泉寺	 様
619	 寶壽院	 様
646	 名立寺	 様	

●新潟県第４	 	
36	 吉祥寺	 様
38	 興泉寺	 様
53	 英林寺	 様
189	 東泉寺	 様
196	 香伝寺	 様

228	 雲泉寺	 様
239	 千眼寺	 様
263	 海蔵寺	 様
288	 宝蔵寺	 様
295	 普済寺	 様	

●福島県	 	
3	 陽林寺	 様
41	 石雲寺	 様
44	 玉泉寺	 様
46	 龍傳寺	 様
94	 松蔵寺	 様
99	 茂林寺	 様
101	 成林寺	 様
110	 龍徳寺	 様
111	 普光寺	 様
162	 昌建寺	 様
174	 龍穏院	 様
226	 常隆寺	 様
263	 慶徳寺	 様
318	 安穏寺	 様
324	 松泉寺	 様
343	 西勝寺	 様
401	 常楽寺	 様
446	 天宗寺	 様
461	 正法寺	 様	

●宮城県	 	
7	 保寿寺	 様
9	 瑞雲寺	 様
16	 林香院	 様
113	 繁昌院	 様
163	 普門寺	 様
212	 祥雲寺	 様
271	 願成寺	 様
327	 観音寺	 様
352	 安永寺	 様
359	 保昌寺	 様
371	 頼光寺	 様
392	 金秀寺	 様
414	 虎渓寺	 様
418	 光明寺	 様
425	 通大寺	 様
432	 耕田寺	 様
440	 城國寺	 様
446	 柳徳寺	 様
478	 活牛寺	 様	

●岩手県	 	
35	 實相寺	 様
111	 西泉寺	 様
120	 菅生院	 様

123	 寶城寺	 様
192	 常堅寺	 様
216	 善龍寺	 様
226	 長林寺	 様
250	 對泉院	 様
252	 柳玄寺	 様
290	 長泉寺	 様	

●青森県	 	
44	 高沢寺	 様
45	 全龍寺	 様
74	 浮木寺	 様
101	 聖福寺	 様
110	 長昌寺	 様
119	 大安寺	 様
189	 乘照寺	 様	

●山形県第１	 	
13	 建昌寺	 様
88	 智鏡寺	 様
93	 性源寺	 様
113	 洞興寺	 様
142	 陽春院	 様
238	 西来院	 様
241	 福昌寺	 様	

●山形県第２	 	
285	 泉髙院	 様
315	 永泉寺	 様
346	 長福寺	 様	

●山形県第３	 	
468	 宗伝寺	 様
477	 福寿寺	 様
534	 東福寺	 様
639	 慶全寺	 様
672	 妙泉寺	 様
679	 光岩寺	 様
718	 長渕寺	 様
738	 善応寺	 様	

●秋田県	 	
26	 洞泉寺	 様
49	 乗江院	 様
79	 東林寺	 様
136	 長谷寺	 様
179	 長泉寺	 様
181	 黄龍寺	 様
184	 護昌寺	 様
196	 春光寺	 様
203	 瑞雲寺	 様
206	 松雲寺	 様
220	 雲巌寺	 様
260	 松庵寺	 様
261	 見性寺	 様
265	 倫勝寺	 様
302	 天昌寺	 様
313	 立昌寺	 様
321	 鏡得寺	 様
341	 金浦寺	 様	

●北海道第１	 	
18	 高聖寺	 様
25	 龍穏寺	 様
45	 延命寺	 様
75	 禅源寺	 様
88	 玉宝寺	 様
90	 含笑寺	 様
96	 観音寺	 様
327	 大宥寺	 様
468	 養福寺	 様	

●北海道第２	 	
239	 禅昌寺	 様
313	 洞源寺	 様
338	 大仙寺	 様
359	 東明寺	 様
419	 龍門寺	 様
454	 大禅寺	 様	

●北海道第３	 	
203	 西来寺	 様

●島根県第２	 	
18	 萬松院	 様
24	 観音寺	 様
59	 清光院	 様
121	 法海寺	 様
139	 十楽寺	 様	

●高知県・香川県	
18	 藤林寺	 様	

●愛媛県	 	
18	 陽春院	 様
33	 願成寺	 様
93	 長命寺	 様
113	 西禅寺	 様
116	 法龍寺	 様
146	 興雲寺	 様
148	 正福寺	 様	

●福岡県	 	
27	 長音寺	 様
28	 桂木寺	 様
158	 報恩寺	 様	

●大分県	 	
8	 豊音寺	 様
134	 長安寺	 様	

●長崎県第１	 	
8	 円福寺	 様
78	 宝泉寺	 様	

●長崎県第 3	 	
101	 南明寺	 様	

●佐賀県	 	
92	 清心寺	 様
117	 本光寺	 様
213	 瑞光寺	 様	

●熊本県第１	 	
60	 含蔵寺	 様	

●宮崎県
14	 妙光寺	 様	

●鹿児島県・沖縄県
2	 龍光寺	 様
	
●長野県第 1	 	
105	 福泉寺	 様
147	 徳応院	 様

平成 25 年 4／1 〜 6／28 取扱い分

全国曹洞宗青年会の活動は皆さまの賛助費に支えられております。
この度もご協力いただき誠に有難うございました。

東京都　青松寺	様	

ボランティア基金感謝録
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賛助費浄納御芳名簿

●東京都
3	 俊朝寺	 様
6	 光宝寺	 様
17	 龍澤寺	 様
88	 全龍寺	 様
105	 鳳林寺	 様
106	 観泉寺	 様
160	 喜運寺	 様
177	 清巌寺	 様
239	 宗保院	 様
294	 観栖寺	 様
312	 光明寺	 様
333	 雲慶院	 様
337	 天澤院	 様
345	 正法院	 様
371	 円明寺	 様

●神奈川県第 1		
285	 泉秋寺	 様	

●神奈川県第 2		
2	 西有寺	 様
5	 天徳院	 様
15	 陽光院	 様
171	 常昌院	 様	
390	 善光寺	 様

●埼玉県第 1	 	
14	 守光院	 様
19	 宝積寺	 様
44	 宝持寺	 様
64	 寿楽院	 様
92	 浄山寺	 様
93	 光秀寺	 様
190	 廣徳院	 様
394	 香林寺	 様
418	 全久院	 様	

●埼玉県第 2	 	
207	 蓮光寺	 様
283	 長泉寺	 様
319	 永源寺	 様
368	 東昌寺	 様
567	 観音寺	 様
	
●群馬県	 	
3	 龍海院	 様
144	 雙松寺	 様
194	 善宗寺	 様
285	 桃林寺	 様
311	 泉通寺	 様
317	 心洞寺	 様

332	 戒禅寺	 様
338	 龍松寺	 様

●栃木県	 	
1	 成高寺	 様
43	 東光寺	 様
46	 龍昌寺	 様
185	 本願寺	 様	

●茨城県	 	
1	 祇園寺	 様
41	 大雄院	 様
46	 長松院	 様
61	 一閑寺	 様
134	 大統寺	 様
182	 龍心寺	 様	
197	 長龍寺	 様

●千葉県	 	
10	 流山寺	 様
20	 福壽院	 様
21	 観音寺	 様
29	 慶林寺	 様
30	 興陽寺	 様
185	 勢國寺	 様
194	 中滝寺	 様
198	 太高寺	 様
212	 真光寺	 様
243	 最勝福寺	様
315	 雲龍寺	 様
333	 西方寺	 様
	
●山梨県	 	
45	 永昌院	 様
115	 海潮院	 様
392	 慈照寺	 様	

●静岡県第 1	 	
77	 龍泉院	 様
97	 法幢寺	 様
109	 玉泉寺	 様
126	 一乘寺	 様
148	 源光院	 様
175	 霊山寺	 様
180	 秀源寺	 様
185	 光明寺	 様
391	 十輪寺	 様
394	 萬松院	 様
421	 盤脚院	 様
459	 洞雲寺	 様
464	 正泉寺	 様
495	 普門院	 様

501	 養徳寺	 様
528	 盤石寺	 様

●静岡県第２	 	
259	 常雲寺	 様
267	 修禅寺	 様
319	 源光院	 様
329	 永昌寺	 様
362	 福泉寺	 様	

●静岡県第３	 	
585	 成因寺	 様
608	 養勝寺	 様
629	 大覚寺	 様
766	 正法寺	 様
1208	 法雲寺	 様

●静岡県第４	 	
1081	 盛福寺	 様
1177	 礼雲寺	 様

●愛知県第１	 	
15	 大光院	 様
18	 大運寺	 様
75	 松音寺	 様
101	 成福寺	 様
108	 香積院	 様
115	 桃巌寺	 様
127	 龍潭寺	 様
156	 地蔵寺	 様
200	 日光寺	 様
202	 世尊寺	 様
251	 玉雲寺	 様
267	 陶昌院	 様
312	 本曽寺	 様
313	 長松寺	 様
342	 常楽寺	 様
354	 廣濟寺	 様
635	 永澤寺	 様
675	 妙昌寺	 様
1092	 地蔵寺	 様
1163	 秋葉寺	 様
1164	 弘禅寺	 様
1241	 観音寺	 様

●愛知県第２	 	
684	 花井寺	 様	

●愛知県第 3	 	
431	 報恩寺	 様
438	 吉祥寺	 様
484	 興昌寺	 様	

●岐阜県	 	
28	 観音寺	 様
51	 天徳寺	 様
81	 北辰寺	 様
99	 霊泉寺	 様
122	 大龍寺	 様
133	 福寿寺	 様
154	 瑞現寺	 様
188	 洞泉寺	 様
189	 久昌寺	 様
190	 長久寺	 様
236	 全超寺	 様
245	 良守寺	 様

●三重県第 1	 	
6	 常在院	 様
24	 一心院	 様
83	 凉泉寺	 様
113	 神楽寺	 様
114	 海禅寺	 様
188	 廣泰寺	 様
246	 宝泉院	 様
269	 大蓮寺	 様
284	 常安寺	 様
293	 池渓寺	 様	

●三重県第 2	 	
387	 瑞岩寺	 様
408	 東正寺	 様	

●滋賀県	 	
113	 徳圓寺	 様
205	 秀隣寺	 様	

●京都府	 	
70	 護国寺	 様
161	 禅福寺	 様
236	 善光寺	 様
378	 徳昌寺	 様
389	 万福寺	 様	

●大阪府	 	
12	 印山寺	 様
61	 大廣寺	 様
94	 黄梅寺	 様	

●奈良県	 	
68	 景德寺	 様	

●和歌山県	 	
20	 三宝寺	 様	

●兵庫県第１	 	
30	 岡本寺	 様
49	 福厳寺	 様	
308	 寶珠寺	 様
315	 長松寺	 様
338	 勝龍寺	 様
369	 大龍寺	 様
439	 誕生寺	 様

●兵庫県第２	 	
115	 慈眼寺	 様
121	 徳寿寺	 様
173	 瑞雲寺	 様	

●岡山県	 	
3	 長川寺	 様
4	 威徳寺	 様
5	 景福寺	 様
10	 長連寺	 様
28	 洞松寺	 様
59	 観泉寺	 様
131	 済渡寺	 様	

●広島県	 	
1	 国泰寺	 様
7	 伝福寺	 様
22	 光禅寺	 様
46	 雙照院	 様
93	 賢忠寺	 様
102	 潮音寺	 様
118	 長善寺	 様
146	 福善寺	 様
175	 雲龍寺	 様	
181	 東明寺	 様
185	 明福寺	 様

●山口県	 	
24	 吉祥寺	 様
25	 弘済寺	 様
111	 渓月院	 様	

●鳥取県	 	
1	 興雲寺	 様
17	 普含寺	 様
82	 吉祥院	 様
146	 妙楽寺	 様
159	 大祥寺	 様
197	 永福寺	 様	

●島根県第１	 	
295	 妙義寺	 様	

平成25年 4／1 〜 6／28取扱い分
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去
る
平
成
25
年
6
月
26
日
、
蒲
郡
市
民
会
館
大

ホ
ー
ル
で
第
37
回
東
海
管
区
曹
洞
宗
青
年
会
大
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
主
催
は
東
三
河
曹
洞
宗

青
年
会
が
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
「
願
生
生
死
」
～
被
災
地
の
い
ま
と
私

た
ち
の
こ
れ
か
ら
～
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
一
般
の

方
が
た
も
共
に
東
日
本
大
震
災
と
原
発
、
放
射
能

汚
染
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
、
ま
た
被

災
さ
れ
た
方
の
生
き
方
に
触
れ
る
こ
と
で
、
今
後

私
た
ち
が
生
き
て
い
く
上
で
大
き
な
支
え
と
な
れ

ば
よ
い
と
願
っ
て
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
東
日
本
大
震
災
物
故
者
法
要
に
始
ま
り
、

最
初
に
福
島
県
同
慶
寺
住
職
田
中
徳
雲
師
に
「One 

Love

～
東
日
本
大
震
災
、
フ
ク
シ
マ
か
ら
何
を
学

ぶ
の
か
～
」
と
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
休

憩
を
挟
み
続
い
て
中
部
大
学
武
田
邦
彦
教
授
よ
り

「
報
道
が
決
し
て
国
民
に
伝
え
な
い
も
の
」と
題
し
て

ご
講
演
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

田
中
師
の
ご
講
演
で
は
、
被
災
を
さ
れ
た
経
験
と

そ
の
後
の
生
き
方
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

被
災
地
の
人
々
の
思
い
と
国
の
考
え
に
ず
れ
が
あ

る
話
は
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
切
々
と
話
す
師
の

お
話
を
、
聴
講
さ
れ
た
方
が
た
も
真
摯
に
受
け
止

め
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
し
た
。

　

武
田
教
授
に
は
原
発
の
問
題
と
解
決
策
を
中
心

に
、
放
射
能
汚
染
に
関
す
る
知
識
や
、
今
の
私
た

ち
の
生
き
方
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
全
体
で
は
長
時
間
と
な
る
大
会
で
あ
り
、
来

場
者
の
負
担
も
大
き
く
心
配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

教
授
の
お
話
は
大
変
興
味
深
い
も
の
で
、
ま
た
笑

い
も
交
え
て
あ
り
誰
も
が
最
後
ま
で
集
中
し
て
い

る
様
で
し
た
。

　

想
定
し
て
い
た
参
加
人
数
を
超
え
て
多
く
の
方

に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
共
に
学
べ
た
こ
と
を
大

変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

思
い
や
り
と
生
き
る
力
を
持
っ
て
帰
れ
た
、
良

い
大
会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

第
37
回 

東
海
管
区
曹
洞
宗
青
年
会
大
会

「
願
生
生
死
」

～
被
災
地
の
い
ま
と
私
た
ち
の
こ
れ
か
ら
～

管区大会レポート
東海管区
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平
成
25
年
6
月
12
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

佐
賀（
佐
賀
市
）で
、
第
43
回
九
州
曹
洞
宗
青
年
会
総

会
佐
賀
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。総
会
に
先
立
ち
、

平
成
22
年
8
月
28
日
に
遷
化
さ
れ
た
九
曹
青
初
代

会
長
佐
賀
県
長
徳
寺
長
井
福
雄
老
師
の
追
悼
法
要

が
厳
修
さ
れ
、
出
席
者
全
員
で
初
代
会
長
の
遺
徳

を
偲
び
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、
全
曹
青
よ
り
櫻
井
尚
孝
会
長
、
膝

舘
晋
哉
副
会
長
、
岩
崎
哲
秀
副
会
長
も
出
席
さ
れ
、

佐
賀
曹
青
・
長
井
峰
宗
師
を
議
長
に
選
出
し
議
事

進
行
が
な
さ
れ
、
以
下
の
議
案
が
提
案
さ
れ
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案　

平
成
24
年
度
事
業
報
告

第
２
号
議
案　

平
成
24
年
度
会
計
報
告

第
３
号
議
案　

会
計
監
査
報
告

第
４
号
議
案　

役
員
改
選

第
５
号
議
案　

平
成
25
年
度
事
業
計
画（
案
）

第
６
号
議
案　

平
成
25
年
度
予
算（
案
）

第
７
号
議
案　

そ
の
他

　

議
案
承
認
の
後
、
各
県
よ
り
の
活
動
報
告
、
全

国
曹
洞
宗
青
年
会
、
九
州
管
区
教
化
セ
ン
タ
ー
よ

り
の
諸
連
絡
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
総
会
で
は
、
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改

選
が
行
わ
れ
、
第
20
期
会
長
に
熊
本
県
円
通
寺
住

職
田
中
光
顕
師
が
推
薦
さ
れ
、
総
会
に
よ
り
承
認

を
受
け
就
任
さ
れ
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
会
長
は
早
速
、「
九
州
は
一
つ｣ 「
生
き
る
力
・

命
の
力
を
取
り
戻
す
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
ら
れ
、

新
執
行
部
が
発
足
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
の
後
、
露
の
新
治
氏
に
よ
る
講
演
「
お
笑
い

人
権
講
座
―
笑
顔
で
く
ら
す
・
願
い
に
生
き
る
」
を

拝
聴
い
た
し
ま
し
た
。

「
人
間
は
見
か
け
や
血
筋
、
家
柄
や
国
籍
で
差
別
す

る
べ
き
で
は
な
い
。
自
信
は
自
芯
で
あ
る
。
頑
張

る
は
願
生
る（
が
ん
ば
る
）で
あ
る
。
一
人
一
人
が
願

い
に
生
き
る
、願
わ
れ
て
生
ま
れ
て
き
た
の
だ
か
ら
、

願
生
っ
て（
が
ん
ば
っ
て
）い
れ
ば
自
然
と
差
別
の
意

識
は
な
く
な
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。」と
の
ご
自
身

の
経
験
や
立
場
よ
り
の
お
話
を
拝
聴
い
た
し
ま
し

た
。

　

総
会
・
講
演
後
、
同
ホ
テ
ル
内
で
理
事
会
が
開
か

れ
、
新
理
事
紹
介
後
、
全
曹
青
と
の
意
見
交
換
が

行
わ
れ
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。全
日
程
終
了
後
、

同
ホ
テ
ル
で
懇
親
会
が
行
わ
れ
各
県
曹
青
会
員
そ

れ
ぞ
れ
に
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

第
43
回 

九
州
曹
洞
宗
青
年
会
総
会 

佐
賀
大
会

管区大会レポート
九州管区
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６
月
19
日
、
櫻
井
尚
孝
会
長
、
岩
崎
哲
秀
副
会
長
、
安
達
瑞
樹
副
会
長
、
松
岡
広
也
顧
問
、

倉
島
隆
行
事
務
局
長
が
大
本
山
總
持
寺
に
拝
登
し
ま
し
た
。
今
回
は
總
持
寺
遠
忌
事
務
局
か

ら
来
る
平
成
27
年
に
奉
修
さ
れ
る
予
定
の
「
大
本
山
總
持
寺
二
祖　

峨
山
韶
碩
禅
師
６
５
０

回
大
遠
忌
」
の
概
要
を
ご
説
明
い
た
だ
き
、「
全
曹
青
に
も
、
来
る
大
遠
忌
に
向
け
て
積
極
的

に
企
画
を
提
案
・
実
行
し
、
参
画
し
て
ほ
し
い
」
と
の
ご
意
見
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
乙

川
暎
元
監
院
老
師
か
ら
も
「
若
い
青
年
僧
侶
の
柔
軟
な
発
想
で
“
皆
で
遠
忌
を
迎
え
る
”
と
い

う
企
画
を
提
案
し
て
ほ
し
い
」

と
の
お
言
葉
を
頂
戴
い
た
し

ま
し
た
。
櫻
井
会
長
か
ら
は

「
全
曹
青
で
は
今
期
40
周
年
記

念
事
業
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
震
災
か
ら
２
年
以
上
経

過
し
た
今
で
も
被
災
地
で
は

苦
し
ん
で
い
る
方
が
沢
山
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
遠
忌
記

念
事
業
の
中
に
も
被
災
地
へ

の
思
い
や
祈
り
を
提
案
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
全
曹
青
の
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し

た
企
画
を
今
後
考
え
て
参
り

ま
す
」と
提
案
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

全
曹
青
で
は
、
こ
の
程
の

大
遠
忌
に
資
す
る
事
業
の
企

画
提
案
に
前
向
き
に
取
り
組

み
、『
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
』や『
般

若
』を
通
し
て
積
極
的
に
発
信

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

總
持
寺
拝
登
レ
ポ
ー
ト

■
次
号
予
告

 

新
連
載
　

『
現
代
的「
講
」モ
デ
ル
の
参
究
』

　

今
、
人
口
の
減
少
、
地
域
経
済
の
縮
小
、
核
家

族
化
の
進
む
中
、
長
く
寺
院
を
支
え
て
き
た
、
い

わ
ゆ
る
「
檀
家
制
度
」
も
揺
ら
い
で
き
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
発
災
し
た
東
日
本
大
震
災
。
被

災
地
の
様
子
が
報
道
さ
れ
、
全
国
的
な
支
援
の
輪

が
広
が
る
中
、「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」「
地
域
の

絆
」
が
再
評
価
さ
れ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）な
ど
を
利
用
し
た
ゆ
る
や
か
な「
つ
な
が

り
」を
指
向
す
る
若
年
層
の
増
加
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
曹
洞
宗
の
活
動
に
目
を
転
じ
る
と
、
戦

後
創
始
さ
れ
た
「
梅
花
講
」
は
、
曹
洞
宗
及
び
各
寺

院
の
興
隆
に
大
い
に
寄
与
し
て
き
て
お
り
ま
す
が
、

同
時
に
若
い
世
代
へ
の
活
動
の
継
承
や
、
講
の
継

続
の
難
し
さ
な
ど
の
課
題
も
出
て
き
て
い
る
と
い

い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
「
禅

に
親
し
む
」
人
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活

発
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
新
し
い
「
講
的
組
織
」
の
萌

芽
も
見
ら
れ
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。

　

次
号
以
降
の
『
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
』
で
は
、
曹
洞
宗

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
専
任
研
究
員
・
平
子
泰
弘
師

を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
お
迎
え
し
、
将
来
、
寺
院
運

営
の
基
盤
に
な
り
得
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
組

織
形
態
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て
「
講
」
に
焦
点
を
当

て
、
現
代
社
会
に
存
在
す
る
「
講
的
組
織
」
の
事
例

研
究
に
も
多
角
的
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
現
代
的

「
講
」
の
在
り
方
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

訂
正　
『
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
』１
６
１
号
の
記
事
に
誤
り
が

　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

11
頁
写
真
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン　

　
　
　
　

誤
）西
だ
敏
行
氏 

→ 

正
）西
田
敏
行
氏

℡ 080-1546-7464
℡ 080-1547-5646

毎週日曜 22:00 〜 24:00
※相談料は無料（通話料は必要です）

曹洞宗僧侶の有志による電話相談窓口です

ひとりぼっちと思わないで…
どんなことでもお電話で

ご相談下さい。
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全
国
曹
洞
宗
青
年
会
（
以
下
、
全
曹
青
）
は

１
９
７
５
年
発
足
、
今
期
の
２
０
１
５
年
に
は
40

周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
記
念
の

節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
改
め
て
全
曹
青
の

成
り
立
ち
や
規
模
、
そ
の
想
い
や
歴
史
を
探
っ
て

い
く
連
載
で
す
。

■
全
曹
青
と
は
？

　

１
９
７
５
年（
昭
和
50
年
）、
初
代
会
長
に
門
脇
允

元
師
（
宮
城
）を
迎
え
発
足
。
最
初
の
年
間
メ
イ
ン

テ
ー
マ
は「
大
衆
教
化
の
接
点
を
求
め
て
」。
全
国
各

地
で
の
宗
侶
を
対
象
と
し
た
研
修
、
一
般
向
け
公

開
講
座
の
開
催
と
と
も
に
、
１
９
７
８
年
（
昭
和
53

年
、
第
2
期
）
に
芝
増
上
寺
で
開
催
さ
れ
た
世
界
仏

教
青
年
同
盟（
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｙ
）日
本
大
会
参
加
、
韓
国
・

イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
各
国
・
中
国（
訪
問
順
）へ
の

使
節
団
派
遣
な
ど
海
外
に
向
け
た
活
動
も
い
ち
早

く
開
始
さ
れ
て
い
る
。
１
９
７
８
年
に
大
本
山
總

持
寺
で
開
催
さ
れ
た
禅
文
化
学
林
は
、
全
曹
青
の

一
大
行
事
と
し
て
全
国
各
地
を
開
催
地
と
し
な
が

ら
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
。

　

第
20
期
を
迎
え
た
現
在
、
曹
洞
宗
の
18
才
か
ら

41
才
ま
で
の
青
年
宗
侶
が
全
国
か
ら
参
集
し
、
執

行
部
と
各
委
員
会
を
構
成
。
ま
た
、
加
盟
47
各
青

年
会
か
ら
管
区
理
事
・
評
議
員
が
加
わ
る
こ
と
で
、

全
国
の
青
年
会
を
繋
ぐ
連
絡
協
議
体
と
し
て
の
機

能
も
併
せ
持
つ
。

（
今
期
の
委
員
会
新
編
成
、
震
災
復
興
関
連
の
活
動

な
ど
に
つ
い
て
は
２
～
６
頁
を
参
照
）

■
全
曹
青
設
立
の
動
き

　

曹
洞
宗
青
年
会
推
進
委
員
会（
門
脇
允
元
委
員
長
）

に
よ
る
一
年
余
に
わ
た
る
準
備
期
間
を
経
て
、

１
９
７
５
年
10
月
2
日
、宗
務
庁
3
階
大
会
議
室
で
、

発
起
人
１
８
３
人
に
よ
る
発
起
人
総
会
が
開
催
さ

れ
た
。
設
立
の
趣
旨
説
明
で
門
脇
委
員
長
は
、

・
曹
洞
宗
青
年
教
化
連
合
会（
曹
青
連
）の
禅
の
集
い

運
動
を
基
盤
と
す
る

・（
当
時
）発
言
、
地
位
を
認
め
ら
れ
て
い
な
い
未
住

職
者
・
学
生
宗
侶
・
兼
職
宗
侶
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

結
集
と
す
る

・
新
た
に
設
立
委
員
会
を
組
織
し
、
以
後
の
活
動
を

委
ね
、
本
日
の
出
席
者
全
員
が
と
も
に
歩
み
、
助

け
合
う
道
友
と
な
っ
て
欲
し
い

と
呼
び
掛
け
ら
れ
た
。

　

こ
の
日
の
会
議
で
は
、「
曹
洞
宗
青
年
会
」の
名
称

の
承
認
と
と
も
に
、「
目
的
と
基
本
方
針
」「
会
員
と
機

構
」「
事
業
・
結
成
大
会
」「
そ
の
他
」の
議
案
が
2
時

間
に
及
び
審
議
さ
れ
、全
国
青
年
宗
侶
に
対
す
る「
決

議
文
」を
採
択
し
た
。

　
　
【
発
起
人
総
会
決
議
文
】 （
原
文
の
ま
ま
引
用
）

　

わ
れ
ら
宗
門
人
は
宗
旨
に
遵
い
、
常
に
両
祖
の

示
訓
を
帯
し
て
時
代
即
応
の
教
化
活
動
を
行
っ

て
来
た
。
し
か
し
現
代
は
人
心
の
荒
廃
に
よ
っ
て

極
度
の
混
迷
を
き
た
し
、
人
類
そ
の
も
の
の
生
存

の
危
機
す
ら
予
見
さ
れ
る
到
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
時
期
に
際
会
し
て
我
々
曹
洞
宗
の
青
年
宗
侶

は
、
人
類
救
済
の
誓
願
に
立
っ
て
、
曹
洞
禅
に
よ

る
人
間
の
覚
醒
を
果
た
さ
ん
と
し
、
曹
洞
宗
青
年

会
の
結
成
を
発
願
し
た
の
で
あ
る
。

　

お
よ
そ
こ
の
青
年
会
の
運
動
は
、
日
本
全
国
は

い
う
に
及
ば
ず
、
世
界
の
全
て
の
地
域
で
あ
ら
ゆ

る
階
層
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

青
年
宗
侶
一
人
一
人
の
道
心
に
支
え
ら
れ
た
行

動
こ
そ
唯
一
不
二
の
推
進
力
で
あ
る
と
確
信
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
見
地
に
立
っ
て
我
々
発
起
人
は
全
国

一
万
人
の
青
年
宗
侶
の
自
覚
を
促
し
、
道
友
諸
師

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
結
集
こ
そ
が
急
務
で
あ
る
こ

と
を
認
識
し
、
本
日
只
今
よ
り
直
ち
に
行
動
を
開

始
し
曹
洞
宗
青
年
会
の
結
成
へ
邁
進
し
、
も
っ
て

祖
道
の
興
隆
に
寄
与
す
る
こ
と
を
決
議
す
る
。

　

以
上
は
、
同
年
11
月
に
発
行
さ
れ
た『
曹
青
通
信
』

創
刊
号（
曹
洞
宗
青
年
会
設
立
委
員
会
発
行
）に
記
さ

れ
た
、
曹
洞
宗
青
年
会（
今
の
全
曹
青
）設
立
前
の
様

子
で
す
。
熱
気
に
包
ま
れ
た
会
議
の
中
で
結
集
さ

れ
た
、
新
し
い
全
国
組
織
発
足
に
向
け
て
の
並
並

な
ら
ぬ
決
意
と
情
熱
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

宗
門
内
部
か
ら
は
、
当
時
の
田
辺
哲
崖
宗
務
総

長
が
総
会
当
日
に
講
演
さ
れ
た
中
で
、

「
今
こ
そ
、
諸
君
の
如
き
い
わ
ゆ
る
ヤ
ン
グ
パ
ワ
ー

の
新
し
い
時
代
感
覚
を
も
っ
て
、
こ
の
激
動
す
る

社
会
に
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
す
。

（
中
略
）ま
た
そ
の
自
覚
が
な
け
れ
ば
明
日
の
世
代
に

答
え
る
宗
教
で
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
そ
し
り
を

ま
ぬ
が
れ
な
い
と
存
じ
ま
す
」

と
、
期
待
と
と
も
に
、
若
い
感
覚
を
以
っ
て
社
会

の
要
請
に
対
応
す
る
自
覚
を
促
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

宗
門
外
部
か
ら
は
、
佐
々
木
宏
幹
先
生
（
現
、
駒

澤
大
学
名
誉
教
授
）が『
曹
青
通
信
』創
刊
号
に
寄
稿

さ
れ
た
文
の
最
後
に

「
テ
ー
マ
は
無
数
に
あ
る
が
、
ま
ず
、『
現
代
の
曹
洞

宗
宗
教
者
と
は
な
に
か
』さ
ら
に『
わ
れ
わ
れ
は
現
代

に
な
に
を
な
す
べ
き
か
』
と
い
う
よ
う
な
課
題
に
自

分
の
全
て
を
さ
ら
け
だ
し
て
み
る
こ
と
が
必
要
で

あ
ろ
う
。（
中
略
）
外
に
向
け
て
の
恰
好
の
よ
い
運
動

よ
り
も
、
す
べ
て
が
参
加
し
て
ム
ン
ム
ン
た
る
雰

囲
気
を
か
も
し
だ
す
こ
と
こ
そ
先
決
で
あ
る
と
い

え
な
か
ろ
う
か
」

と
、宗
教
者
と
し
て
の
立
ち
位
置
の
確
立
と
と
も
に
、

時
代
の
中
で
青
年
宗
侶
た
ち
が
全
力
で
立
ち
向
か

う
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

高
度
成
長
期
の
昭
和
50
年
代
、
物
質
文
化
の
発

展
と
精
神
的
混
迷
を
深
め
る
時
代
の
中
で
曹
洞
宗

青
年
会
が
萌
芽
し
た
の
は
、
必
然
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

文
・
広
報
副
委
員
長 

宮
入
真
道

全
曹
青
40
周
年

～
全
曹
青
の
足
跡
を
訪
ね
て（
1
）
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ま
ず
始
め
に
、
全
国
曹
洞
宗
青
年
会
（
以
下
、
全

曹
青
）
の
災
害
復
興
支
援
活
動
等
に
関
し
ま
し
て
、

各
曹
青
会
並
び
に
宗
務
庁
・
宗
務
所
、
宗
門
内
外

の
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
支
援
・
ご
協
力
賜
り
ま
し

た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

全
曹
青
特
別
委
員
会「
災
害
復
興
支
援
部
」で
は
、

第
20
期
ス
ロ
ー
ガ
ン「
繋
が
る
想
い
が
未
来
を
拓
く
」

に
基
づ
き
、「
全
曹
青
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
憲
章
」の
想
い

を
全
国
会
員
に
繋
ぎ
、
曹
洞
宗
東
日
本
大
震
災
災

害
対
策
本
部
復
興
支
援
室
分
室
（
以
下
、
復
興
支
援

室
分
室
）
と
連
携
し
、
東
北
各
地
の
復
興
支
援
の
み

な
ら
ず
今
後
起
こ
り
う
る
災
害
に
備
え
防
災
減
災

を
目
指
し
、
お
互
い
が
支
え
合
う
社
会
の
実
現
に

向
け
て
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

　

前
年
度
ま
で
の
活
動
従
事
者
は
延
べ
３
，
９
２
２

人
で
し
た
。
主
な
活
動
と
し
て
は
、
①
物
資
支
援

②
炊
き
出
し 

③
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 
④
寺
院
復
旧

活
動 

⑤
臨
時
読
経
供
養 

⑥
行
茶（
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）活
動 

⑦
原
発
事
故
に
よ
る
避
難
者
へ
の
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
開
催 

⑧
除
染
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

⑨
釜
石
ベ

ン
チ
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

⑩
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

整
備
事
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
で
す
が
、
引
き
続
き
行
茶
活
動
を
中
心

に
活
動
し
て
参
り
ま
す
。
本
来
仮
設
住
宅
で
の
生

活
は
2
年
間
で
す
が
、
諸
事
情
に
よ
り
延
長
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
被
災
者
の
方
が
た
に
対

す
る
心
の
ケ
ア
は
、
ま
だ
ま
だ
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
東
北
以
外
の
地
域
で
の
報
道
等
は
、
自
ら

積
極
的
に
情
報
を
得
よ
う
と
し
な
い
限
り
見
聞
き

す
る
機
会
は
格
段
に
減
っ
て
お
り
、“
風
化
さ
せ
て
は

い
け
な
い
”
と
い
う
言
葉
す
ら
聞
こ
え
て
こ
な
く
な

り
ま
し
た
。
更
に
は
、
被
災
地
で
復
興
支
援
活
動

を
続
け
る
団
体
も
減
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
復

興
住
宅
や
災
害
公
営
住
宅
に
生
活
の
拠
点
が
移
る

に
つ
れ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
構
築
も
必

要
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
仮
設
住
宅

に
残
ら
ざ
る
を
得
な
い
被
災
者
の
方
へ
の
支
援
も

欠
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
に
対
し
て
は
、
各

地
の
曹
青
会
主
催
で
開
催
さ
れ
る
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

プ
事
業「
こ
ど
も
自
然
ふ
れ
あ
い
広
場
」を
サ
ポ
ー
ト

し
て
ま
い
り
ま
す
。
被
災
体
験
を
持
つ
子
ど
も
達

へ
の
長
期
的
な
ケ
ア
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、
特

に
原
発
事
故
に
よ
る
影
響
が
大
き
い「
ふ
く
し
ま
」の

子
ど
も
達
へ
の
短
期
保
養
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
し
、

子
ど
も
の
心
身
ケ
ア
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
保
護
者

の
ス
ト
レ
ス
軽
減
に
も
寄
与
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。

　

さ
て
、
震
災
以
来
様
々
な
情
報
の
中
で
“
被
災
地

の
こ
と
は
被
災
地
で
解
決
す
れ
ば
い
い
”
と
い
う
言

葉
を
目
や
耳
に
し
ま
す
。
そ
れ
は
そ
う
だ
と
思
う

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
そ
の
時
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
解
決
で
き
る
自
治
体
と
人
は
ご
く
一
部

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
被
災
地
内
で
の
支
え
合
い
に
は

限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

全
国
各
地
か
ら
の
活
動
従
事
者
が
、
被
災
地
か

ら
帰
宅
し
一
息
つ
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
も
ち
ろ

ん“
被
災
者
で
は
な
い
か
ら
”で
す
。
そ
し
て
、
私
達

が
貴
重
な
時
間
と
お
金
を
か
け
て
支
援
活
動
を

行
っ
て
い
く
上
で
、
や
は
り
家
族
や
仲
間
の
支
え

が
大
き
な
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
支
え

の
大
切
さ
に
一
人
一
人
が
気
付
い
て
い
け
た
ら
・・・

是
非
皆
さ
ま
に
は
今
後
と
も
復
興
支
援
活
動
に
ご

理
解
い
た
だ
き
、
行
茶
活
動
と
同
じ
く
被
災
者
一

人
一
人
に
寄
り
添
う
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た
活

動
に
対
し
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

災
害
復
興
支
援
部
事
務
局
長　

伊
藤
和
貴
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■
会
長　

櫻
井
尚
孝

　

第
20
期
会
長
を
つ
と

め
て
お
り
ま
す
櫻
井
尚

孝
で
す
。
今
期
は
40
周

年
と
い
う
節
目
に
当
た

り
ま
す
。
通
常
会
務
は
勿
論
の
こ
と
、

40
周
年
事
業
に
も
全
身
全
霊
を
も
っ
て

取
り
組
む
所
存
で
す
。
多
く
の
会
員
諸

兄
と
共
に
、
手
を
携
え
繋
が
っ
て
前
を

向
き
、
未
来
を
拓
く
努
力
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
方
か
ら
の
信
頼
と

負
託
に
応
え
る
べ
く
日
々
精
進
い
た
し

ま
す
。
素
よ
り
浅
学
菲
才
の
身
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
何
卒
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
2
年
間

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
副
会
長　

安
達
瑞
樹

　

兵
庫
県
第
二
宗
務

所
青
年
会
よ
り
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
3

期
目
と
な
り
ま
す
。
思

え
ば
多
く
の
方
と
耳
を
澄
ま
し
、
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
き
た
こ
の
4
年

間
は
、
私
自
身
の
大
き
な
力
と
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
今
期
は
、
曹
青
会
さ
ま

同
志
の
更
な
る
繋
が
り
に
重
き
を
置

き
、
東
北
各
地
の
復
興
支
援
の
み
な
ら

ず
、
今
後
起
こ
り
う
る
災
害
に
備
え
、

発
災
時
に
迅
速
か
つ
正
確
な
情
報
を
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
い
た
し
ま
す
。
い
ま
全
国
と
繋

が
る
想
い
を
皆
さ
ま
と
共
に
紡
ぎ
、
未

来
を
拓
い
て
参
り
ま
す
。
ご
協
力
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
副
会
長　

岩
崎
哲
秀

　

僕
は
旅
す
る
こ
と

が
好
き
で
、
色
ん
な

場
所
に
赴
く
こ
と
で

自
分
を
再
発
見
し
て

い
ま
す
。
静
か
な
呼
吸
の
中
に
自
分
が

い
れ
ば
い
い
で
す
が
中
々
難
し
い
の
が

現
状
で
す
。
な
ぜ
か
辿
り
着
い
た
先
が

『
全
曹
青
』
と
い
う
大
き
な
駅
で
、
実
に

面
白
い
人
間
が
集
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
で
し
た
。
全
国
の
各
青
年
会
の
活
動

に
驚
き
、
只
々
感
銘
を
受
け
る
ば
か
り

で
す
。
ま
だ
ま
だ
先
の
見
え
な
い
震
災

や
災
害
か
ら
の
復
興
、
そ
し
て
防
災
と

減
災
に
向
け
て
“
で
き
る
こ
と
を
で
き

る
だ
け
”行
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

■
副
会
長　

膝
舘
晋
哉

　

ご
縁
を
い
た
だ
き
40

周
年
の
節
目
と
な
る
今

期
、
青
森
県
曹
洞
宗
青

年
会
よ
り
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
東
日
本
大
震

災
の
復
興
支
援
の
一
助
と
な
る
継
続
的

活
動
を
心
掛
け
、
全
国
の
会
員
皆
さ
ま

と
と
も
に
復
興
支
援
、
災
害
対
策
に
尽

力
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
皆

さ
ま
に
は
、
全
曹
青
へ
の
ご
法
愛
と
、

復
興
支
援
へ
の
益
々
の
ご
協
力
、
更
に

は
40
周
年
事
業
へ
の
積
極
的
な
ご
参
加

を
お
願
い
た
し
ま
す
。
2
年
間
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
総
合
企
画
委
員
長　

原　

知
昭

　

第
20
期
総
合
企
画
委

員
長
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
、原
と
申
し
ま
す
。

当
委
員
会
の
主
た
る
事

業
で
あ
る
頒
布
活
動
は
、
全
国
会
員
の

皆
さ
ま
、
全
国
御
寺
院
様
と
直
接
繋
が

り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
当
会

の
活
動
を
周
知
し
て
い
た
だ
く
意
義
の

あ
る
事
業
で
あ
り
ま
す
。
40
周
年
と
い

う
機
縁
に
際
し
諸
先
輩
方
の
思
い
を
受

け
継
ぎ
、
当
会
発
展
さ
ら
に
は
全
国
会

員
諸
師
の
た
め
に
活
動
し
て
い
く
所
存

で
あ
り
ま
す
。
2
年
間
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
広
報
委
員
長　

長
岡
俊
成

　

40
周
年
を
迎
え
る
節

目
の
年
に
、
広
報
委
員

長
の
職
を
務
め
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
ご
縁

を
い
た
だ
き
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
前
期
は
、
副
委
員
長
と
し
て「
全
曹

青
会
員
の
顔
の
見
え
る
広
報
」
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
期
は
そ
れ

に
加
え
て
「
熱
い
想
い
が
伝
わ
る
広
報
」

を
目
標
に
設
定
い
た
し
ま
し
た
。
近
年
、

普
及
が
目
覚
ま
し
い
ネ
ッ
ト
媒
体
と
紙

媒
体
を
有
機
的
に
連
動
さ
せ
な
が
ら
、

少
し
で
も
全
曹
青
が
読
者
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
身
近
な
組
織
と
な
る
よ
う
、
ま

た
「
想
い
を
繋
げ
る
広
報
活
動
」
と
な
る

よ
う
、
会
務
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
助
言
・
ご
感
想
を
是

非
と
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
40
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
長

荒
木
道
宗　

　

当
会
も
第
20
期
を
迎

え
、
40
周
年
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
機
縁
に
際
し

ま
し
て
40
周
年
記
念
事

業
実
行
委
員
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
、
荒
木
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
自
身
も

齢
40
を
迎
え
、
こ
の
周
年
事
業
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
く
ご
縁
に
感
謝
を
深
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
全
国
曹

洞
宗
青
年
会
も
不
惑
を
迎
え
、
こ
れ
か

ら
の
活
動
は
よ
り
確
実
に
、
そ
し
て
社

会
に
資
す
る
団
体
た
る
べ
く
、
存
在
価

値
を
高
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
皆
さ
ま
の
ご
法
援
を
い
た
だ
き
つ

つ
、
会
発
展
の
為
に
精
進
す
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
全
国
よ
り
、
当
会

に
良
き
追
風
を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

様
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
事
務
局
長　

倉
島
隆
行

　
「
全
曹
青
が
大
好
き

で
す
」
と
櫻
井
会
長
が

ご
挨
拶
さ
れ
た
と
き
、

私
も
心
の
中
で
大
き
く

頷
き
ま
し
た
。
こ
の
会
を
通
し
て
出
会

う
全
国
の
諸
師
は
、
苦
悩
す
る
現
代
社

会
に
対
し
て
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
葛

藤
し
、
行
動
す
る
熱
い
志
を
持
っ
た
方

ば
か
り
だ
か
ら
で
す
。
私
が
特
に
感
銘

を
受
け
た
第
18
期
基
幹
事
業
で
あ
る
傾

聴
研
修
会
。
第
20
期
で
も
こ
う
い
っ
た

素
晴
ら
し
い
出
会
い
の
場
を
企
画
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
も
熱
い
心
で

の
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
！

■
事
務
局
次
長　

山
田
俊
哉

　

秋
田
県
曹
洞
宗
青

年
会
よ
り
３
期
目
の

参
加
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
１
期
目
の
執
行
部
で
も
、
２
期

目
の
広
報
委
員
会
で
も
、
皆
さ
ま
の
全

曹
青
に
対
す
る
非
常
に
熱
い
想
い
に
驚

き
、
少
し
で
も
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
く
、
必
死
に
モ
ニ
タ
の
カ
ー
ソ

ル
を
動
か
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
期

は
桜
井
会
長
の
会
議
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

構
想
に
も
関
わ
り
ま
す
。 

一
番
熱
い

倉
島
事
務
局
長
に
付
い
て
い
け
る
よ

う
、
一
層
会
務
に
励
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
会
計　

松
本
尚
仁

　

静
岡
第
三
同
志
会
よ

り
参
加
し
て
い
ま
す
松

本
尚
仁
で
す
。
第
20
期

会
計
を
力
の
限
り
勤
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
全
国
曹
洞
宗

青
年
会
は
、
会
員
の
皆
さ
ま
、
ま
た
、『
Ｓ

Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
』
を
お
読
み
の
皆
さ
ま
の
ご

支
援
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
本

会
を
も
っ
と
も
っ
と
お
気
軽
に
ご
利
用
、

ま
た
ご
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ま

と
の
距
離
感
を
よ
り
近
づ
け
て
い
く
事

が
で
き
た
ら
い
い
な
ぁ
と
考
え
て
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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平
成
25
年
3
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た
東
日
本
大
震
災

三
回
忌
の
慰
霊
行
事『
音
と
祈
り
、未
来
へ
の
光
』（
主
催：

全
日
本
仏
教
青
年
会　

主
管
：
全
国
曹
洞
宗
青
年
会
）で

舞
台
祭
壇
上
に
奉
安
さ
れ
、
当
日
の
参
列
し
た
僧
俗
約

１
，２
０
０
人
の
方
が
た
の
み
な
ら
ず
、
全
世
界
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
震
災
物
故
者
へ
の
追
悼
供
養
と
、
一
刻
も
早

い
被
災
地
復
興
へ
の
祈
り
を
集
光
し
た『
鎮
魂
の
光
珠
』。 

　

慰
霊
行
事
終
了
後
か
ら
、
全
国
的
な
分
灯
拡
散
を
す

る
た
め
の
頒
布
事
業
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
5
月

29
、
30
日
の
『
平
成
25
年
度 

曹
洞
宗
梅
花
流
全
国
奉
詠

大
会
』で
の
会
場
頒
布
を
以
て
、
準
備
数
５
０
０
セ
ッ
ト

を
す
べ
て
頒
布
し
終
え
ま
し
た
。

　

ご
購
入
を
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
、
当
該
事
業
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
っ
た
す
べ
て
の
み
な
さ
ま
方
に
、

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

今
後
、
大
震
災
の
悼
み
と
祈
り
の
薄
光
を
放
ち
続
け

る
『
鎮
魂
の
光
珠
』
が
、
ご
購
入
下
さ
っ
た
方
が
た
の
そ

れ
ぞ
れ
の
生
活
拠
点
に
お
い
て
、 

大
震
災
の
記
憶
と
祈

り
を
繋
ぎ
続
け
ら
れ
る
一
助
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
て

止
み
ま
せ
ん
。 

東
日
本
大
震
災 

鎮
魂
の
誓
い 

　

共
に
悼
み
ま
す 

失
わ
れ
た
命
を 

　

共
に
祈
り
ま
す 

別
れ
た
命
の
安
ら
ぎ
を 

　

共
に
忘
れ
ま
せ
ん 

そ
の
輝
い
て
い
た
命
を 

　

共
に
縁
り
添
い
ま
す 

同
じ
命
を
生
き
る
証
に 

東
日
本
大
震
災
三
回
忌
頒
布
事
業

『
鎮
魂
の
光
珠
』頒
布
終
了
の
お
知
ら
せ〈
お
礼
〉 

全曹青創立以来の活動方針「大衆教化
の接点を求めて」を踏まえ、雲水が修行
道場から乞暇し、社会に向けて力強く
一歩踏み出す様子を表現しました。
表紙撮影：谷杉アキラ
協力：国華山高龍寺

全
国
曹
洞
宗
青
年
会

第
二
十
一
期
会
長
選
考
に
つ
い
て（
公
募
）

会
長
選
考
委
員
会
に
於
い
て
、
会
則
並
び
に
細
則
に
従
っ
て
左
記
の
事
項
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
全
国
曹
洞
宗
青
年
会
第
二
十
一
期
会
長
に
立
候
補
す
る
者
は
、
左
記
の
要
綱

に
従
い
、
立
候
補
届
け
を
完
了
し
て
下
さ
い
。

全
国
曹
洞
宗
青
年
会　

第
二
十
一
期
会
長
選
考
委
員
会　

委
員
長　

神
谷
俊
英

全
国
曹
洞
宗
青
年
会　

第
二
十
一
期
選
考
委
員
会　

届
出
要
綱

一
、	

立
候
補
届
並
び
に
履
歴
書
の
提
出

二
、	

立
候
補
者
の
曹
洞
宗
青
年
会
に
お
け
る
経
歴
書
の
提
出

三
、	

推
薦
状	

①
管
区
曹
青
会
代
表
者

	
	

②
曹
青
会
代
表
者

四
、	

立
候
補
に
当
た
っ
て
の
執
行
方
針
の
提
出

五
、	

立
候
補
届
出
先

	

「
全
国
曹
洞
宗
青
年
会　

第
二
十
一
期
選
考
委
員
会　

委
員
長　

神
谷
俊
英
」
宛

	

〒
〇
六
一
―
二
二
八
二

	
	

北
海
道
札
幌
市
南
区
藤
野
二
条
九
丁
目
五
―
一　

含
笑
寺
内

	
	

電
話　

〇
一
一
―
五
九
一
―
八
四
五
一

六
、	

立
候
補
届
け
出
期
限　

平
成
二
十
六
年
一
月
三
十
一
日（
金
）必
着

七
、	

立
候
補
届
け
出
方
法　

必
ず
郵
便
書
留
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

八
、	

選
考
委
員
会
構
成
員

	

選
考
委
員
長	

神
谷
俊
英
（
北
海
道
管
区
理
事
）

	

選
考
副
委
員
長	

青
木
彰
徳
（
北
信
越
管
区
理
事
）	

田
中
光
顕
（
九
州
管
区
理
事
）

	

選
考
委
員	

櫻
井
尚
孝
（
第
二
十
期
会
長
）	

渡
辺
和
弘
（
東
北
管
区
理
事
）

	
	

鈴
木
泰
仁
（
関
東
管
区
理
事
）	

渡
津
恵
正
（
東
海
管
区
理
事
）

	
	

森　

孝
基
（
近
畿
管
区
理
事
）	

城
市
泰
紀
（
中
国
管
区
理
事
）

	
	

里
野
和
敬
（
四
国
管
区
理
事
）

	
＊
会
則
に
つ
き
ま
し
て
は
『
般
若
』
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

１
６
１
号
で
編
集
後
記
を
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
私
が
、

何
故
か
続
け
て
今
号
で
も
編
集
後
記
を
書
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
奇
特
な
ご
縁
で
す
。

　

40
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
る
、
第
20
期
全
曹
青

の
新
体
制
が
発
足
・
始
動
い
た
し
ま
し
た
。
櫻
井
新
会
長

の
下
、「
繋
が
る
想
い
が
未
来
を
拓
く
」を
テ
ー
マ
に
、
こ
の

２
年
間
を
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

人
と
人
と
の
関
係
の
希
薄
化
・
多
様
化
が
叫
ば
れ
る
現

代
、「
想
い
を
繋
げ
る
」と
い
う
こ
と
は
、
簡
単
な
様
で
い
て

実
は
大
変
な
こ
と
だ
と
最
近
、
切
に
感
じ
ま
す
。
ま
た
、

想
い
と
い
う
も
の
は
、
蜘
蛛
の
巣
の
目
の
よ
う
に
四
方
八

方
、
い
や
「
尽
十
方
」
に
広
が
り
を
見
せ
る
途
方
も
な
く
大

き
な
も
の
だ
と
も
思
い
ま
す
。

　

全
曹
青
と
い
う
組
織
が
誕
生
し
て
40
年
と
い
う
月
日
の

間
に
、
ど
れ
だ
け
の
「
想
い
」
を
受
け
て
育
っ
て
き
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
期
待
、希
望
、感
動
、時
に
は
挫
折
や
叱
咤
・・・
。

年
月
を
経
る
毎
に
人
は
変
わ
れ
ど
、
全
国
の
曹
洞
宗
青
年

宗
侶
を
繋
ぎ
、
先
頭
を
歩
ん
で
き
た
諸
先
輩
の
想
い
や
願

い
を
、
20
期
の
私
た
ち
も
継
承
し
て
い
ま
す
。
今
期
の
広

報
委
員
会
で
は
、
40
年
の
歩
み
と
想
い
を
今
を
生
き
る
青

年
僧
の
方
が
た
に
紹
介
し
つ
つ
、
全
曹
青
と
新
た
な
る
想

い
と
の
出
会
い
を
結
ぶ
一
助
と
な
れ
る
よ
う
、
活
動
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。　
　
　
　

 

合
掌  （
広
報
副
委
員
長　

宮
入
真
道
）

■
表
紙
の
話


